
明治37年鳥取駅前に支店を出すなど飛躍をとげ、木島屋の鳥
取進出を果たした。 
“およし”は、鉄道敷設コースを何としても山陰の温泉郷岩井
に山陰線を引き寄せようと本県出身の官僚や財界人・政治家
に路線変更の協力を求め、明治40年には単身上京して、当時鉄
道院総裁“後藤新平”らに陳情を繰り返した。が時既に遅し。そ
こで“およし”は明治43年山陰線視察のため来県した“後藤新平”
鉄道院総裁に高山と駅を結ぶ直線道路の建築許可を取り付け
明治45年２月開通させた。これが「およし道路」である。 時の内閣総理大臣“桂 太郎”の裁定により郡名を用いることで決定。 
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岩
美
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右
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て
い
る
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… 

鉄道敷設コースは明治35年
の「因伯時報」に元岩井郡山
陰縦貫鉄道既成同盟会の決
議が掲載されているが、それによると、鳥取から駟馳山を経て本庄・
牧谷・東を経て海岸線に沿って兵庫県の浜坂にぬけるコースの採用
を決議。これは現在の路線そのものである。【図参照】 
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